
       

    
                   

   

月
夜
峰
の
伝
説 

 八
王
子
城
主
の
北
条
氏
照
は
獅
子
舞
が
好

き
で
、
満
月
の
夜
に
は
い
つ
も
家
臣
の
娘

達
を
連
れ
て
月
夜
峰
に
獅
子
舞
を
見
に
行

っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
あ
る
娘

（
安
寧
姫
）
と
獅
子
舞
の
笛
吹
き
の
若
者

（
狭
間
の
隼
人
）
が
相
思
相
愛
の
仲
に
な

っ
た
。
獅
子
舞
が
終
わ
る
と
二
人
は
樫
と

欅
の
大
木
の
下
で
寄
り
添
い
、
若
者
は
笛

を
吹
き
、
娘
は
調
べ
に
聞
き
惚
れ
た
。
別

れ
際
に
は
次
の
満
月
の
夜
に
再
び
会
え
る

様
、
二
人
は
木
の
根
元
に
一
つ
ず
つ
石
を

投
げ
た
と
い
う
。
一
方
、
遠
く
か
ら
聞
こ

え
る
笛
の
音
に
い
た
く
感
激
し
た
氏
照
は

家
臣
に
笛
の
主
を
探
さ
せ
た
。
召
さ
れ
た

若
者
は
氏
照
の
前
で
笛
を
吹
い
た
。
若
者

と
娘
の
思
い
を
知
っ
た
氏
照
は
二
人
に
夫

婦
の
契
り
を
結
ば
せ
た
と
い
う
。 

  

奥多摩秩父連山の眺望が素晴らしい 

月夜峰の碑 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

高
尾
街
道
の
元
八
王
子
一
丁
目
バ
ス
停

付
近
に
集
合
。
南
北
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

バ
ス
停
か
ら
丘
陵
を
少
し
行
く
と
千
人

同
心
斎
賀
家
の
屋
敷
に
出
る
。
屋
敷
の
裏

道
を
行
く
と
、
明
倫
学
校
跡
地
で
あ
る
。 

 

戻
っ
て
高
尾
街
道
古
道
を
北
東
に
歩
く

と
七
面
大
明
神
に
着
く
。
高
尾
街
道
に
入

り
、
常
夜
灯
跡
や
三
多
摩
政
界
の
先
駆
者

山
口
重
兵
衛
の
碑
を
見
て
、
大
沢
川
沿
い

に
西
へ
。
村
長
橋
か
ら
暫
く
歩
く
と
権
現

堂
に
出
る
。
柳
橋
を
左
に
折
れ
南
下
、
間

も
な
く
神
明
神
社
か
ら
、
虚
無
僧
寺
と
い

わ
れ
た
澤
水
寺
跡
、
更
に
松
子
舞
い
団
地

を
南
へ
。
大
六
天
神
か
ら
お
し
ゃ
も
じ
様

を
拝
し
、
劇
団
新
制
作
座
に
着
く
。 

 

見
学
後
、
市
最
古
の
板
碑
の
あ
る
西
光

寺
へ
。
御
獄
神
社
、
養
老
田
跡
地
を
通
り

高
尾
街
道
へ
。
お
つ
い
で
地
蔵
か
ら
坂
を

上
が
り
、
北
条
氏
照
の
妻
比
佐
の
庵
と
い

わ
れ
、
今
は
共
立
女
子
学
園
構
内
の
月
夜

峰
の
碑
へ
。
下
り
な
が
ら
滝
不
動
尊
を
拝

し
、
出
発
し
た
バ
ス
停
に
戻
り
、
解
散
。 

●
元
八
王
子
と
は 

八
王
子
権
現
の
別
当
、
神
護
寺
（
じ
ご

じ
）
慈
根
寺
（
じ
ご
じ
）
神
宮
寺
（
じ
ぐ

じ
）
と
い
う
寺
あ
り
、
村
名
を
慈
根
寺
村

（
古
く
は
神
宮
寺
）
と
い
っ
た
。 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
王
子
城

陥
落
後
、
慈
根
寺
村
の
三
宿
（
八
幡
宿
・
横

山
宿
・
八
日
市
宿
）
は
現
在
の
八
王
子
市
内

に
移
転
。
其
の
後
十
五
宿
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。 

慈
根
寺
村
は
「
元
八
王
子
村
」と
な
り
、

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
近
隣

の
七
村
（
元
八
王
子
、
川
、
弐
分
方
、
大 

楽
寺
、
上
壱
分
方
、
下
壱
分
方
、
横
川
）

が
合
併
。
新
し
い
元
八
王
子
村
と
な
る
。 

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
王
子
市

に
編
入
合
併
。
江
戸
期
か
ら
の
村
名
は
一

部
変
更
に
な
っ
た
が
町
内
名
で
残
っ
た
。 

下
壱
分
方
は
四
谷
町
、
叶
谷
町
、
泉
町 

と
な
り
、
上
壱
分
方
は
上
壱
分
方
町
、
諏 

訪
町
と
な
る
。 

  

        

①
千
人
同
心
の
家
（
斎
賀
家
） 

元
八
王
子
町
一
丁
目 

八
王
子
城
落
城
後
徳
川
家
へ
礼
を
誓
っ

た
小
人
組
と
呼
ば
れ
る
武
田
軍
団
を
、
甲

斐
か
ら
移
住
さ
せ
た
。
当
初
小
人
組
は
九

家
、
二
百
五
十
人
で
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、

九
家
を
十
家
に
し
て
小
人
頭
を
十
人
と
し
、

五
百
人
の
組
織
編
制
に
し
た
。 

そ
の
後
、
北
条
、
武
田
、
大
石
、
三
田

家
の
浪
人
五
百
人
を
召
抱
え
、
千
人
同
心

と
称
す
る
半
農
武
士
の
集
団
が
成
立
す
る
。 

元
八
王
子
地
区
に
残
る
江
戸
時
代
か
ら

続
く
、
同
心
の
斎
賀
家
も
半
農
武
士
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
。 

 

元八一丁目のバス停 
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②
明
倫
学
校
跡
地 元

八
王
子
町
一
丁
目 

明
治
十
四
年
東
明
治
小
学
校
を
諏
訪
宿 

長
高
円
寺
に
、
西
明
治
小
学
校
を
弐
分
方 

神
戸
に
お
く
。
明
治
二
十
三
年
東
西
明
治

小
学
校
の
学
区
を
変
更
し
南
北
に
分
け
、

北
部
は
諏
訪
宿
東
部
に
明
治
学
校
を
、
南

部
は
慈
根
寺
明
倫
山
の
西
部
に
明
倫
学
校

を
お
く
。
明
治
四
十
一
年
現
在
地
に
元
地

王
子
村
立
元
八
王
子
高
等
小
学
校
創
立
開

校
。
明
治
四
十
三
年
四
月
三
校
を
合
併
し

元
八
王
子
村
立
元
八
王
子
尋
常
高
等
小
学

校
創
立
。
一
村
一
校
と
な
る
。
開
校
記
念

日
を
五
月
十
二
日
。 

         

              

③
八
幡
宿
の
七
面
大
明
神 

元
八
王
子
町
一
丁
目 

宗
派 

日
蓮
宗 

本
尊 

七
面
天
女
木
彫
り
坐
像 

開
基 

不
明 

例
祭 

毎
年
九
月
第
一
日
曜 

旧
八
幡
宿
の
入
口
に
位
置
す
る
。
本
堂

は
檀
家
で
つ
く
る
講
中
が
弘
化
年
間
（
一

八
四
四
～
四
七
）
に
寺
方
村
の
大
幡
山
宝

生
寺
（
真
言
宗
）
か
ら
買
受
け
て
建
て
た
。 

本
堂
の
正
面
に
宝
暦
四
年
（
一
七
五
二
）

斎賀家の石垣 

明倫学校跡地 

明倫学校跡裏山 

千人同心斎賀家 
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建
立
の
半
鐘
、
境
内
に
は
天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
の
石
碑
が
あ
る
。
特
に
宝
暦
十

年
の
法
塔
は
「
多
摩
郡
柚
井
領
・
元
八
王

子
村
」
と
読
め
る
。
江
戸
期
に
呼
ば
れ
た

村
名
の
証
で
あ
る
。
堂
裏
手
に
は
七
面
共

同
墓
地
が
あ
り
、
千
人
同
心
も
眠
っ
て
い

る
。 

                 

                        

                        

七面大明神社 

並木以寧家の墓 

七面天女木彫り坐像 

半 鐘 法 塔  

厨 子 
 

七面大明神内部 
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●
燈
籠
（
常
夜
燈
） 

以
前
は
元
八
王
子
町
一
丁
目
（
八
幡
宿
） 

出
口
に
あ
っ
た
が
、
道
路
拡
張
工
事
で 

民
家
の
庭
に
移
さ
れ
た
。 

更
に
宅
地
造
成
と
再
び
道
路
拡
張
（
都 

市
計
画
）
工
事
に
伴
い
解
体
さ
れ
、
三
丁

目
の
八
幡
神
社
の
片
隅
に
保
存
さ
れ
て
い

た
が
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二

月
に
、
氏
子
等
に
よ
っ
て
神
社
境
内
に
復

活
し
た
。 

   

●
慈
根
寺
に
つ
い
て 

元
八
王
子
村
の
旧
名
、
慈
根
寺
村
の
名 

称
の
起
源
と
な
る
慈
根
山
（
じ
ご
じ
さ
ん
）

西
明
寺
と
い
う
古
刹
が
、
八
幡
宮
（
元
八

王
子
三
丁
目
）
の
東
側
に
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
今
は
西
明
寺
時
代
の
墓
地
が
残

り
、
本
堂
跡
は
高
速
道
路
建
設
に
伴
な
っ

て
失
わ
れ
た
。 

創
建
は
正
暦
年
間
（
九
九
〇
～
九
五
） 

又
は
治
承
年
間
（
一
一
七
七
～
八
一
）
と

も
い
わ
れ
る
。
前
身
は
慈
根
寺
で
後
に
西

明
寺
と
な
り
八
王
子
権
現
の
別
当
で
神
宮

寺
と
も
い
い
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
廃 

寺
と
な
る
。 

現
在
元
八
王
子
小
学
校
前
の
バ
ス
停
が 

「
慈
根
寺
」
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
。 

 

慈
根
寺
区
域
は
現
在
の
元
八
王
子
町 

一
丁
目
（
旧
八
幡
宿
） 

二
丁
目
（
旧
横
山
宿
） 

三
丁
目
（
旧
八
日
市
宿
、
中
宿
も
含
ま
れ

る
）
に
あ
た
る
。 

 

養老田と刻まれた碑 七面大明神社裏からの眺め（由井の牧領） 

燈 籠 
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④
山
口
重
兵
衛
の
碑 

大
楽
寺
町 

元
八
王
子
事
務
所
の
敷
地
内
に
、
山

口
重
兵
衛
の
顕
彰
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑

は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
十
一
月
に

四
谷
の
交
差
点
近
く
に
建
て
ら
れ
た
が
、

道
路
拡
張
の
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
（
一

九
七
七
）
三
月
こ
の
場
所
に
移
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
山
口
重
兵
衛
は
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
八
月
十
日
生
ま
れ
で
、

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
二
十

九
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
自
由
民
権

家
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
も
あ
っ
た
。 

山
口
重
兵
衛
は
武
蔵
国
多
摩
郡
下
壱

分
方
村
に
生
ま
れ
、
後
に
山
口
家
の
養

子
と
な
っ
た
。
幼
少
の
頃
、
駒
木
野
村

の
国
学
者
落
合
直
亮
に
師
事
し
国
学
を

修
め
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
四

歳
で
自
宅
に
私
塾
を
開
き
、
子
供
や
老

人
に
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
た
と
い
う
。 

生
糸
取
引
の
商
用
で
横
浜
に
往
復
す

る
う
ち
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
接
し
、
二
十

七
歳
で
入
信
。
山
上
卓
樹
と
協
力
し
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
地
元
に
カ
ト

リ
ッ
ク
を
導
入
し
、
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
に
聖
瑪
利
亜
教
会
設
立
。
明

治
十
二
年
に
村
会
議
員
、
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）
板
垣
退
助
を
総
裁
と
す

る
自
由
党
が
結
成
さ
れ
る
時
入
党
し
、

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
自
宅
に

鴻
武
館
道
場
を
開
き
、
自
由
民
権
運
動

の
勉
強
や
同
志
の
集
会
所
と
も
な
っ
た
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月
～

十
二
月
神
奈
川
県
会
議
員
、
明
治
三
十

二
年
（
一
八
九
九
）
南
多
摩
郡
会
議
員

に
な
り
、
政
治
と
自
由
社
会
の
形
成
に

活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。 

                

●
大
沢
川
に
つ
い
て 

都
営
八
王
子
霊
園
付
近
を
水
源
と
し
川 

町
、
二
分
方
町
を
東
北
に
流
れ
横
川
町
で 

城
山
川
へ
と
注
ぐ
川
。
延
長
三
㎞
、
流
域

四
・
一
㎢
、
別
名
を
川
村
川
、
柳
澤
川
と

も
い
う
。 

 

慈眼寺バス停 

現 泉町教会 
（旧 聖瑪利亜教会） 

山口重兵衛の碑 
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増
水
時
に
は
氾
濫
が
多
く
、
家
屋
や
耕

地
が
水
害
を
被
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
河

川
改
修
後
は
両
岸
に
遊
歩
道
が
設
け
ら
れ

公
園
な
ど
も
造
ら
れ
て
い
る
。
上
流
に
は
、

下
原
刀
や
梵
鐘
な
ど
の
工
房
跡
が
残
さ
れ

て
い
た
と
さ
れ
る
。 

           

⑤
村
長
橋
と
高
堀
跡 

弐
分
方
町
（
柳
沢
） 

二
分
方
町
内
を
流
れ
る
大
沢
川
に
架
か

る
橋
、
大
正
時
代
頃
ま
で
木
造
の
橋
に
土

を
乗
せ
た
土
橋
で
、
別
名
「
ち
ょ
ん
ち
ょ

ん
橋
」（
又
は
丸
太
橋
）
と
い
い
、
幅
一
ｍ

程
で
洪
水
が
あ
る
と
流
失
し
て
い
た
。
当

時
、
村
役
場
が
大
楽
寺
の
長
圓
寺
に
あ
り
、

川
向
う
に
住
ん
で
い
た
村
長
（
宮
崎
某
）

が
私
財
を
も
っ
て
架
せ
ら
れ
た
橋
で
、
其

の
後
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
た
。
そ
の
袂
に
高
堀
（
高
土
手
）
跡
が

残
っ
て
い
る
。 

                

⑥
柳
沢
の

観
音
堂 

二
分
方
町
（
柳
沢
） 

町
内
を
流
れ
る
大
沢
川
の
柳
橋
の
近
く

に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
旧
本
尊
は
、
澤
水

寺
（
虚
無
僧
寺
で
知
ら
れ
る
）
の
近
く
に

あ
っ
た
仏
像
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
今
は
「
十
一
面
観
音
」
を
神
戸
山
法

泉
寺
よ
り
移
し
、
本
尊
と
し
て
い
る
。
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
米
軍
に

よ
る
焼
夷
弾
に
よ
っ
て
堂
は
焼
失
し
た
が
、

本
尊
は
難
を
の
が
れ
た
。
現
在
の
観
音
堂

は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
大
沢
川
の

改
修
工
事
の
際
、
地
元
住
民
の
寄
進
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
近
く
に

は
由
井
氏
館
跡
の
由
比
山
も
あ
る
。         

村 長 橋 高 堀 跡 

観 音 堂 

大 沢 川 
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⑦
柳
沢
の

神
明
社 

二
分
方
町(

柳
沢)  

 

勧
請 

不
明 

祭
神 

天
照
大
御
神 

豊
受
大
御
神 

以
前
南
側
の
山
地
に
あ
っ
た
が
宅
地
造

成
な
ど
で
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）

頃
現
在
地
に
移
転
。
周
り
の
柱
な
ど
の
彫

り
物
な
ど
に
土
地
の
歴
史
を
感
じ
る
。 

境
内
に
は
「
金
毘
羅
宮
」
と
「
稲
荷
宮
」

の
祠
が
並
ん
で
い
る
。 
            

⑧
澤
水
寺
跡
（
虚
無
僧
寺
） 

二
分
方
町
（
柳
沢
） 

虚
無
僧
と
は
、
江
戸
時
代
に
盛
行
し
た

禅
宗
の
一
派
で
、
唐
の
普
化
を
祖
と
し
尺

八
を
吹
い
て
諸
所
を
巡
行
し
た
。
澤
水
寺

は
無
住
で
あ
っ
た
た
め
、
虚
無
僧
に
と
っ

て
は
雨
露
を
凌
ぐ
に
は
絶
好
の
堂
宇
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

青
梅
市
親
町
の
武
蔵
鈴
法
寺
（
都
史
跡
）

を
本
山
と
し
て
い
た
が
、
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
廃
寺
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
無

住
の
た
め
払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ず
、
弐
分
方
村
の
名
主
（
関
山
氏
）
名

義
で
、
土
地
を
一
両
二
分
で
買
い
取
っ
た

と
さ
れ
る
。 

        
神 明 社 

澤水寺跡 

由比氏館跡の由比山 十一面観音 
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⑨
松
子
前
の

大
六
天
神 

元
八
王
子
町
一
丁
目
（
団
地
入
口
） 

勧
請 

不
明 

祭
神 

魔
王
大
六
天 

榛
名
神 

禰
涅
神
（
ね
ね
ち
し
ん
） 

魔
王
大
六
天
、
榛
名
神
、
禰
涅
神
の
三

神
は
松
子
前
（
旧
名
）
の
氏
子
の
尊
敬
す

る
守
護
神
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
松
子
舞

団
地
の
造
成
が
始
ま
る
と
共
に
団
地
北
側

の
川
町
を
境
と
す
る
尾
根
に
あ
っ
た
が
、

現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
山
上
に
あ
っ
た
頃

は
見
晴
ら
し
も
よ
く
境
内
は
広
く
、
参
拝

者
の
足
を
休
ま
せ
て
く
れ
た
も
の
だ
と
当

時
を
知
る
古
老
は
い
う
。 

境
内
に
は
共
同
膳
部
を
収
納
し
た
椀
倉

が
あ
る
が
、
時
代
に
適
合
せ
ず
使
用
す
る

事
は
な
い
。 

     

                        

⑩
お
し
ゃ
も
じ
様 元

八
王
子
町
一
丁
目 

松
子
舞
団
地
の
入
口
近
く
に
あ
り
、
新

制
作
座
に
向
か
う
右
側
に
お
し
ゃ
も
じ
様

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
何
時
の
頃
か
は
不
明

だ
が
、
以
前
は
団
地
入
口
の
道
角
に
あ
っ

た
と
い
う
が
、
住
宅
の
北
側
に
移
り
ひ
っ

そ
り
と
し
て
い
る
。
社
の
中
に
は
、
木
や

竹
で
作
ら
れ
た
お
し
ゃ
も
じ
が
沢
山
納
め

ら
れ
て
い
る
。 

市
内
で
現
存
す
る
お
し
ゃ
も
じ
様
は
五
、

六
ケ
所
と
聞
く
が
、
そ
の
信
仰
は
殆
ん
ど

同
じ
で
咳
止
め
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
い
る
。
家
族
が
百
日
咳
や
流
行
風
邪
に

か
か
る
と
社
内
の
杓
子
を
借
り
受
け
、
病

が
治
り
ま
す
よ
う
に
と
飯
を
盛
る
と
き
に

使
い
、
全
快
す
る
と
お
礼
に
新
し
い
杓
子

を
添
え
て
返
納
す
る
習
わ
し
だ
と
い
う
。 

昔
、
良
い
医
療
や
薬
が
無
か
っ
た
時
代
、

神
仏
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
医

療
の
発
展
と
共
に
こ
の
民
間
信
仰
は
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
。 

 
魔王大六天・榛名神・禰涅神 大六天神社 
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⑪
新
制
作
座 

元
八
王
子
町
二
丁
目 

松
子
舞
団
地
入
口
に
あ
り
、
昭
和
二
十

五
年
（
一
九
五
〇
）
劇
作
家
、
演
出
家
で

有
名
な
真
山
青
果
の
長
女
が
創
立
し
た
劇

団
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
四
万

五
千
㎡
に
新
制
作
座
セ
ン
タ
ー
完
成
。 

敷
地
に
は
劇
場
、
迎
賓
館
、
真
山
青
果
記

念
館
、
本
館
、
俳
優
宿
舎
、
野
外
劇
場
、

プ
ー
ル
等
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
劇
団
員

百
三
十
名
を
抱
え
国
内
を
始
め
海
外
公
演

も
行
っ
て
い
る
。 

眞
山
美
保
の
「
泥
か
ぶ
ら
」
は
戦
後
の
混

乱
期
に
、
一
条
の
光
り
を
投
げ
か
け
た
名

作
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年

十
月
愛
知
県
一
宮
で
初
日
の
幕
を
あ
け
て

い
る
。 

多
く
の
人
々
と
の
魂
の
ふ
れ
あ
い
の
な

か
で
愛
の
灯
を
と
も
し
続
け
た｢

泥
か
ぶ

ら｣

、
そ
の
道
の
り
は
そ
の
ま
ま
人
々
の
中

で
人
々
と
共
に
あ
る
新
制
作
座
の
歴
史
と

も
い
え
る
。
今
も
な
お
多
く
の
人
々
に
生

き
る
喜
び
を
語
り
か
け
、
感
動
を
持
っ
て

迎
え
ら
れ
て
い
る
。 

               

眞山美保書 
新制作座劇場 

おしゃもじ様社 おしゃもじ様内部 

新制作座入口 
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⑫
金
峰
山

西
光
院
安
楽
寺 

元
八
王
子
町
二
丁
目 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派
（
宝
生
寺
末
） 

本
尊 

聖
観
音 

開
基 

不
明 

創
建 

天
文
五
年
（
一
五
三
六
） 

西
光
法
印 

江
戸
期
に
は
裏
宿
（
元
八
王
子
二
丁
目
）

の
山
王
社
の
別
当
で
あ
っ
た
。
本
堂
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
一
見
薬
師
堂
を
思

わ
せ
る
。
本
尊
は
聖
観
音
。
境
内
に
は
年

代
不
明
な
石
造
物
が
数
基
あ
る
。
裏
手
の

個
人
墓
地
に
は
市
内
最
古
の
板
碑
も
あ
る
。 

                     

名作「泥かぶら」の一幕 客席（350 席）・大舞台と照明装置等 

西 光 院 市内最古の板碑 

 

新制作座全景 
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⑬
道
場
根
の

御
嶽
神
社 

元
八
王
子
町
二
丁
目 

勧
請 

不
明 

祭
神 

日
本
武
尊 

（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
） 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
滝
山

の
丹
木
村
に
あ
っ
た
蔵
王
権
現
社
を
勧
請

し
、
北
条
氏
照
が
慈
根
寺
村
に
移
転
す
る

と
き
道
場
根
に
移
し
た
。
八
王
子
城
陥
落

十
年
後
の
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
同
地

に
西
光
院
が
創
建
さ
れ
、
当
社
の
別
当
寺

に
な
り
、
裏
宿
在
住
の
檀
家
信
徒
に
よ
っ

て
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。 

          

                       

市川益太郎家の板碑群 

御嶽神社 

文應年間の板碑（伊藤家墓地） 

御嶽神社鳥居 

祠 
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●
養
老
田
（
畑
）
跡
地 

天
保
十
年(
一
八
三
九)

こ
の
地
に
住
む
、

千
人
同
心
の
組
頭
で
も
あ
る
並
木
以
寧

（
い
ね
）
と
い
う
方
が
大
飢
饉
で
苦
し
む

村
の
人
々
を
救
う
た
め
自
分
の
財
産
を
投

じ
て
田
畑
を
買
い
求
め
、
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
る
利
益
を
貧
窮
し
た
人
々
に
分
け
与
え

た
と
い
う
。
今
で
い
う
社
会
福
祉
事
業
を

行
っ
た
そ
の
跡
地
は
横
山
原
の
元
八
王
子

幼
稚
園
付
近
か
ら
武
蔵
野
園
付
近
一
帯
と

い
わ
れ
て
い
る
。
以
寧
は
窮
民
救
済
の
他
、

書
や
医
学
も
修
め
、
多
く
の
人
々
の
教
育

や
治
療
を
も
手
掛
け
た
。 

          

⑭
お
つ
い
で
様 

元
八
王
子
町
二
丁
目 

高
尾
街
道
の
石
神
坂
バ
ス
停
近
く
に

「
お
つ
い
で
様
」
を
奉
る
小
祠
が
あ
る
。

別
名
、
石
神
坂
の
地
蔵
様
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
基
部
に
は
「
元
禄
三
庚
八
幡
宿
念

仏
講
二
十
四
人
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。         

●
元
八
王
子
の
横
山 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
北
条

氏
照
が
滝
山
城
下
の
三
宿
を
慈
根
寺
村
に

移
転
し
た
時
に
付
い
た
地
名
で
横
山
原
と

も
い
い
、
元
八
王
子
二
丁
目
の
丘
陵
地
帯

を
い
う
。
東
側
石
神
坂
に
は
八
王
子
城
の

横
山
口
木
戸
が
あ
っ
た
所
で
、
現
在
の
城

郭
で
い
う
な
ら
大
手
門
に
あ
た
る
。
天
正

十
八
年
六
月
二
十
三
日
早
朝
前
田
勢
が
突

進
し
た
横
山
口
木
戸
跡
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
は
八
幡
宿
の
境
で
、「
お
つ
い

で
地
蔵
」
が
往
来
す
る
人
々
の
安
全
を
見

守
っ
て
い
る
。 

                  

 

養老田跡地全景 

おついで地蔵 

石神坂からの養老田跡 
    



13 
 

⑮
共
立
女
子
学
園
と 

月
夜
峰
の
碑 元

八
王
子
町
一
～
二
丁
目 

共
立
女
子
学
園
は
、
明
治
十
九
年
（
一

八
八
六
）
東
京
神
田
に
創
立
し
た
共
立
女

子
職
業
学
校
が
前
身
。
昭
和
五
十
四
年
（
一

九
七
九
）
元
八
王
子
に
移
転
開
校
、
神
田

校
舎
に
は
大
学
院
が
残
っ
て
い
る
。 

敷
地
内
は
か
つ
て
月
夜
峰
と
呼
ば
れ
て

い
た
場
所
で
、
見
晴
ら
し
が
良
い
。
そ
の

昔
、
横
笛
の
名
手
北
条
氏
照
は
秘
蔵
の
名

笛
「
大
黒
」
を
月
を
観
な
が
ら
吹
い
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。 

氏
照
の
妻
、
比
佐
の
庵
が
あ
っ
た
と
「
武

蔵
名
勝
図
会
」
や
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」

に
も
記
載
が
あ
り
、
石
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。 

峰
の
東
側
に
は
、
天
正
十
八
年
（
一
五

九
〇
）
前
田
利
家
の
軍
勢
が
八
王
子
城
攻

略
の
時
、
陣
を
張
り
、
旗
を
立
て
た
旗
塚

跡
が
あ
る
。
さ
ら
に
縄
文
、
弥
生
時
代
の

古
い
土
器
を
は
じ
め
、
奈
良
、
平
安
時
代

の
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
遺
跡
も
発
見
さ
れ

て
い
る
。 

こ
の
付
近
か
ら
は
、
加
藤
鋳
物
師
の
工
房

跡
に
関
す
る
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。 

                      

⑯
滝
不
動
明
王
と
滝
跡 

元
八
王
子
町
一
丁
目 

創
立
年
代
は
不
明
だ
が
北
条
氏
照
が
滝

山
か
ら
城
下
を
慈
根
寺
村
（
元
八
王
子
）

に
移
転
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
御
本
尊
は
青
銅
造
り
の
不
動
尊

で
あ
っ
た
が
、
持
ち
去
ら
れ
た
た
め
石
造

り
の
御
不
動
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

不
動
滝
に
つ
い
て
は
、
永
禄
十
二
年
（
一

五
六
九
）
廿
里
（
と
と
り
）
合
戦
の
時
、

甲
斐
（
山
梨
県
）
の
小
山
田
勢
を
迎
え
撃

つ
た
め
北
条
の
家
臣
が
滝
山
城
か
ら
出
陣

し
不
動
坂
（
滝
）
を
通
り
、
激
戦
後
、
帰

城
途
中
不
動
滝
の
水
で
喉
を
潤
し
た
と
い

わ
れ
る
。 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
不
動
堂
の

脇
に
滝
が
あ
り
、
城
山
川
に
流
れ
落
ち
て

い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
今
は
滝
は
な
く

僅
か
ば
か
り
の
湧
水
が
護
岸
か
ら
城
山
川

に
流
れ
で
て
い
る
。 

   
月 夜 峰 月夜峰の碑 
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◎
参
考
資
料 

・
歴
史
散
歩
辞
典 

・
植
物
で
見
る
万
葉
の
世
界 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
辞
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
発
見 

 
 
 
 

中
島
善
弥
著 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
元
八
王
子
歴
史
研
究
会 

・
新
制
作
座 

・
元
八
王
子
の
歴
史
散
歩
資
料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
山
祐
三
著 

・
国
土
地
理
院
地
図 

・
（
「
部
落
解
放
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
」 

沼
謙
吉
『
歴
史
評
論
』
一
一
二
号
） 

・
創
価
大
学
民
話
研
究
会
資
料 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ぺ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

  

 

滝 不 動 現在の滝不動下の様子（城山川） 

メ
モ 


